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只
見
町
と
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

二
〇
一四
年
六
月
、
只
見
町
の
全
域
と

檜
枝
岐
村
の一部
地
域
が
、ユ
ネ
ス
コ
（
国

連
教
育
科
学
機
関
）
か
ら
「
只
見
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
（T

adam
i Biosphere 

Reserve

）」
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
地
域
が
豪
雪
に
特
徴
づ
け
ら
れ
た
豊

か
な
自
然
環
境
と
生
物
多
様
性
を
も
つ

と
と
も
に
、
そ
の
自
然
環
境
に
育
ま
れ

た
伝
統
的
な
生
活
・
文
化
や
歴
史
が
残

る
地
域
で
あ
る
と
国
際
的
に
認
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
ぜ
ひ
町

民
の
誇
り
と
自
信
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
登
録
は
最
終

目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ネ
ス
コエコ
パ

ー
ク
を
枠
組
み
と
し
た
「
豪
雪
に
育
ま

れ
た
自
然
環
境
、
生
活
・
文
化
を
守
り
、

活
か
す
」
精
神
の
も
と
、
過
疎
高
齢
化

の
中
に
あ
っ
て
も
持
続
的
な
地
域
の
堅

持
と
発
展
を
め
ざ
そ
う
と
す
る
町
の
決

意
と
覚
悟
で
も
あ
る
の
で
す
。
こ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
登
録
に
よ
る

一
過
性
の
効
果
で
は
な
く
、
五
年
、
一
〇

年
先
を
見
す
え
た
〝
地
道
で
〞〝
継
続

的
な
〞
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
Ｍ
Ａ
Ｂ
（
マ
ブ
）
計
画

　

と
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、「
人
間
と
生

物
圏
（M

an and the Biosphere

：

略
称
Ｍ
Ａ
Ｂ
）
計
画
」
の
中
心
事
業
で

あ
る
「
生
物
圏
保
存
地
域
（Biosphere 

Reserve

：
略
称
Ｂ
Ｒ
）」
の
こ
と
で

す
。
産
業
革
命
以
降
、
人
間
の
活
動

が
自
然
環
境
を
破
壊
・
変
質
さ
せ
、
わ

れ
わ
れ
人
類
を
含
む
生
物
全
体
の
生
存

基
盤
を
脅
か
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

一
九
七
〇
年
、
ユ
ネ
ス
コ
が
人
間
と
生
物

圏
（
生
物
が
存
在
す
る
領
域
）
と
調
和

が
取
れ
た
関
係
を
築
き
上
げ
る
た
め
の

調
査
・
研
究
や
情
報
交
換
を
行
う
多
国

間
協
力
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が

Ｍ
Ａ
Ｂ
計
画
で
す
。
生
物
圏
保
存
地
域

は
、
自
然
環
境
と
生
物
多
様
性
の
保
護・

保
全
を
図
り
、
自
然
環
境
と
資
源
を
持

只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
が
め
ざ
す
も
の
①

▲豪雪が育んだ自然環境と伝統的な生活・
　文化が認められた只見ユネスコエコパーク

続
可
能
な
形
で
利
活
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
地
域
社
会
の
経
済
的
発
展
を
目
指

す
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
一
九
七
六
年
に

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
は
よ
り
親

し
み
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
「
ユ
ネ
ス

コ
エ
コ
パ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
日
本
ユ
ネ

ス
コ
国
内
委
員
会
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の

　

三
つ
の
目
標

　

ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
目
的
で
あ
る

「
人
と
自
然
と
の
共
生
」
を
実
現
す
る

た
め
に
三
つ
の
目
標
が
あ
り
ま
す
。
①

自
然
を
守
り
ま
し
ょ
う
、
②
地
域
資
源

を
絶
や
さ
ず
活
か
し
な
が
ら
地
域
社
会

を
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
、
③
こ
れ
ら
を

達
成
す
る
た
め
に
学
術
調
査
と
研
究
を

す
す
め
人
材
を
育
成
し
ま
し
ょ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
ま
た
、
こ
の
三
つ
の
目
標

は
、
互
い
に
独
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く

相
互
に
補
完
す
る
も
の
で
す
。

　

只
見
町
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

　
に
取
り
組
む
背
景
と
経
過

　

過
疎
高
齢
化
が
進
む
只
見
町
で
は
、

地
域
社
会
の
衰
退
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
中
、
二
〇
〇
二
年
か
ら

三
か
年
に
わ
た
り
河
野
昭
一
京
都
大
学

名
誉
教
授
を
中
心
に
ブ
ナ
林
の
総
合
学

術
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
只
見
町
の
ブ
ナ
林
の
学
術
的
な
価

値
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
只
見
地
域
が
世
界
遺
産
検
討

委
員
会
で
国
内
候
補
地
の一つ
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
世
界
ブ
ナ
サ
ミ
ッ
ト
も
二

度
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
ブ
ナ
を
軸
と
し

た
様
々
な
施
策
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
六
年
に
は
、「
ブ
ナ
と
生
き
る
ま

ち
、
雪
と
暮
ら
す
ま
ち
」
と
い
う
表
題

で
第
六
次
只
見
町
振
興
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
す
。
い
ま
ま
で
の
都
市
に
追
従
す

る
地
域
振
興
と
は
決
別
し
、
町
の
特
性

を
活
か
し
た
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
の

で
す
。
翌
二
〇
〇
七
年
に
は
「
自
然
首

都
・
只
見
」
が
宣
言
さ
れ
、「
只
見
町

ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
二
〇
一
一
年
、
福
島
原
発
事
故

が
発
生
、
続
い
て
新
潟
・
福
島
豪
雨
が

町
を
襲
い
ま
す
。
そ
こ
で
懸
案
の
過
疎

高
齢
化
と
災
害
復
興
に
取
り
組
む
な
か

か
ら
、
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
選
択
し
登

録
作
業
へ
と
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
様
々
な
手
続
き
、
障

害
を
乗
り
越
え
て
、
只
見
ユ
ネ
ス
コエコ
パ

ー
ク
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

▼
今
月
号
か
ら
六
回
の
連
載
で
、
ユ
ネ

ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
特
集
し
ま
す
。

▼
執
筆
は
、
担
当
者
で
森
林
生
態
学

に
造
詣
の
深
い
中
野
陽
介
さ
ん
で

す
。

▼
只
見
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
を
や
さ

し
く
具
体
的
に
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。


